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小・中学校学習指導要領【総則編】において「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改

善を推進するに当たって，特に主体的な学びとの関係からは，児童・生徒が学ぶことに興味や関心

をもつことや，見通しをもって粘り強く取り組むこと，自己の学習活動を振り返って次につなげる

ことなどが重要」とあり，知識や解き方の会得から課題の発見や新たな学びに向かうことができる

ようにするためには学習における見通しと振り返りの在り方が極めて重要であるとされています。

そこで，これまで空知教育センターで取り組んできた研究を踏まえ目指す子ども像と研究仮説を次

のように設定しました。 

 

 

 目指す子ども像 

  

 

 

研究仮説 

 

 

 

 

 

 

  

本研究において，主体的な学びを実現するために，児童・生徒 

に学習の見通しを持たせること，振り返って次につなげることに 

ついては効果が見られました。今年度の研究では，振り返って省 

みる活動をより効果的なものとすることを目指 

しました。そこで，今年度の重点を「振り返 

りの効果的な活用」とし研究を推進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空知教育センター課題研究（2/2年次） 研究のまとめ  

「確かな学力」の育成を図る学習指導の在り方 
～自己の学びを振り返り，主体的な学びの実現を図る学習指導の充実～ 

〇 「目指す子ども像」と「研究仮説」 

● 自己の学びを振り返り，学びの状況を把握して次の学習につなげようとする子ども 

⚫ 振り返りの視点を与えることで，子どもがより効果的に学びを振り返ることができ，確かな

学びにつなげることができるであろう。 

⚫ 振り返りを活用する場面を設けることで，学びのつながりを実感し，主体的に学習に取り組

む態度が養われるであろう。 

〇 研究の重点 

〇 今年度の課題研究の主な取り組み 

理論研修 

● 振り返りの効果的な活用に

ついて，その目的やねらう

効果，事例などの理論研修 

 

検証授業 

● 指導案検討 

● ４名の課題研究協力員の所

属校にて検証授業を実施 

 

実践交流 

● 実践の交流 

● 実践における課題の共有 

● 指導改善に向けた交流 

 

引用：「キャリア・パスポートってなんだろう？」文部科学省 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  【１年次（令和２年度）の課題研究委員会の取組】 

  ・検証授業① 滝川市立西小学校  池 端 健 二 教諭 

                  第６学年 算数  「比」 

     ・検証授業② 深川市立一已中学校 中 島 悠 記 教諭 

         第２学年 外国語 「比較級」 

 

授 業 実 践 紹 介 

第２学年 音楽「音楽の構成や特徴を味わいながら鑑賞しよう」 

鑑賞のポイントを示して「ボレロ」という曲を鑑賞し，どのような

特徴があるのかを考える授業実践をしました。 

「自己評価とその理由」を問う振り返りを行い，記述内容から何が

分かったか，疑問に思うことなどを見取り，生徒の学びの様子を把握

するのに活用しました。 

検証授業① 滝川市立開西中学校 桑 島  誠 教諭 

検証授業② 新十津川町立新十津川小学校 平 川 慎 吾 教諭 

検証授業③ 砂川市立豊沼小学校 大津留 あい 教諭 

検証授業④ 新十津川町立新十津川中学校 小 野  治 教諭 

第２学年 算数「たし算とひき算」 

 十の位に空位がある３位数－２位数の学習で，間違った計算方

法を出題しその正誤を考える授業実践をしました。 

 学習のまとめをする前に「一番大切なこと」を振り返り，児童

同士で共有し，学習のまとめを児童とともに作るのに振り返りの

言葉を活用しました。 

第１学年 国語「けんかした山」 

 登場人物が話している様子を想像することを通して，物語を楽し

く読み，内容の大体を捉える授業実践をしました。 

 場面ごとのワークシートと振り返りを一体化し，学習内容と振り

返りを積み重ねる工夫をしました。また，少人数活動に入る前に振

り返りの視点を示し，活動の目的を共有するのに活用しました。 

第３学年 国語「人工知能との未来／人間と人工知能と創造性」 

 ２つの論説文を比較しながら読み，「これからの社会に必要なも

の」について考えを交流することで考え方を広げる授業実践をしま

した。 

 論説文の読み取り，仲間との交流を通して，どのように自分の考

えが変容したのかを見取ることができるように，毎時間ごとに学習

のねらいに合わせた振り返りの視点を示す工夫をしました。 

１年次の授業実践や成果と課題が載っ

ているリーフレットはこちら！ 

４名の先生方の指導案と

ワークシートはこちら！ 



 

  

 

  

単元や題材のまとまりを意識した振り返り 

単元や題材を通して取り組む振り返り 

 一枚の紙に単元全体の学習の振り返りを積み重ねることができる振り返りシートを作成し，単

元や題材を通して個々の学びの変容に気付かせる工夫をしました。また，毎時間のワークシート

と一体化し，学習内容との関連が分かりやすい振り返りの在り方についても検証しました。 

ワークシートと一体化した振り返り 

単元を通して変容を見ることができる！ 
（例）国語 読むこと 

論説文を読み，立場を明

らかにして，意見文をまと

めていくという全３時間の

単元構成。 
 

【学習活動】 

第１時 

論説文を読み，自分なり

の意見をもつ。 

 

第２時 

グループディスカッショ

ンを通して立場を見直す。 

 

第３時 

  筆者の主張，友達の意見

をもとに自分なりの考えを

文章にまとめる。 

自分の考えがどのように変わったか， 

何によって変わったかを見直すことができる。 

学習内容とつながる振り返り 

この授業で何を学んだか， 

どう学んだかをしっかり定着ができる。 

ワークシートを活用して学習を進める場

合，振り返りと一体化させ，ファイルにと

じたり，ノートに貼ったりすることで，毎

時間の学習内容と自己の学びの様子が一目

で分かるというよさがあります。 

第１時 第２時 第３時 



 

 

  

振り返りの生かし方 

 授業の「導入」「展開」「終末」場面でどのように生かしていくか，教室環境にも振り返りを

生かして学びのつながりを意識させることなどが効果的であると分かりました。 

【終末場面】児童・生徒の言葉を残す 

 振り返りの言葉を残し，「何を学んだか」「どのように学んだか」を教室掲示として残し

ておくことによって，学びのつながりを意識させることができます。 

 特に小学校段階では児童の言葉が残ることで，活躍の場を生み出したり，学習意欲を高

めたりすることにつながるため，効果があります。 

 

【導入場面】既習内容の確認 

 グループ活動を始める前に，振り返りの視点を確

認することで「何のための話し合いか」，「どのよう

に話し合うか」を明確にすることができました。 

 少人数で活動をするとグループによって取組に差

がでますが，ゴールを共有することで目的をもって

活動することが可能になります。 

 児童・生徒が記入した振り返りを紹介することで，ポ

イントを絞った復習や課題解決の見通しをもたせること

ができました。授業のねらいによって何を振り返るかが

大切ですが，指導者が意図をもって振り返りを促し，導

入がコンパクトになります。 

【展開場面】目的をもった活動 

タイムマネジメント 

協働的な学び 

主体的に学習に取り組む態度 



 

 

 

 

 

  

教科による振り返り方の違い 

 小学校の実践では国語と算数，中学校の実践では外国語（英語）と音楽と国語で授業を行

い，そこから見えてきた振り返り方の違いについてまとめました。 

国語・音楽

→ 読むこと，鑑賞など

作品（内容）に対する

振り返り

算数・外国語
→ 課題からまとめの

流れが明確

課題解決の過程に対する

振り返り

国語 算数 

音楽 外国語 



〔本研究の重点〕

● 振り返りの視点を与えること

● 振り返りの効果的な活用

成果

● 自己の変容や学びの深まりを児童生徒自身

が認識することにつながった

● 各教科等の特質に応じた，効果的な振り返

りのあり方を見いだせた

● 学習場面ごとの振り返りの効果的な活用に

ついて整理された

課題

● 指導と評価の一体化に向けた振り返りの

在り方を模索すること

● 学びと生活をつなげる振り返りを行うこと

● 小学校から中学校の９年間を見据えた体系

的指導が肝要であること

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

〔成果について〕 

本研究において目指してきた，自身の学びの状況を把握し，次の学びへとつなげること 

については成果が見られました。単元を通して「何がわかり」「できるようになった」のかなど，

自身の変容をワンページ・ポートフォリオ（ＯＰＰ）などを活用することで，効果的に自覚させ

ることに結びついました。また，各教科等の特質や単元や題材のねらいに応じて効果的な振り返

りについて整理することにつながりました。 

 

〔課題について〕 

 主体的に学習に取り組むための振り返りと 

して，学習内容の「関連付けや一般化」して 

いくことについて課題が残りました。加えて， 

学習後に行われた振り返りをどのように評価 

し，指導の改善に役立てていくかという，指 

導と評価の一体化に向けた検証も必要である 

との意見も出ました。そして，認知領域における発達段階に応じて，振り返りの方法を軸 

とした，児童生徒の９年間を見据えた振り返りのあり方を検討する余地についても課題が 

あげられました。 

 

〔課題の解決に向けた手立て〕  

 

 

 

 

 

 

 

  

〇 本研究の成果と課題 

指導と評価の一体化

単元や題材のまとまりのなかで、
適切なタイミングで実施すること

相互評価で自身の活動を振り返
る

ICTを活用し、共有を図ること

関連付けや一般化

ねらいや目的に応じて適切な振
り返りの視点を与えること

「振り返り」を活用し、これま
での学習とどう関連しているか
を振り返ること

発達段階に応じた振り返り

４件法や感想を言う（書く）な
ど、発達段階に応じた振り返り
を行うこと

一人一台端末を活用し、発達段
階に依らない振り返りを行うこ
と
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令和３年度 空知教育センター 「確かな学力」課題研究委員会の構成員紹介 

委 員 長  桑 島   誠 教諭 滝川市立開西中学校 

副委員長  大津留  あい 教諭 砂川市立豊沼小学校 

委  員  池 端 健 二 教諭 滝川市立西小学校 

〃    平 川 慎 吾 教諭 新十津川町立新十津川小学校 

  〃    小 野   治 教諭 新十津川町立新十津川中学校 

  〃       中 島 悠 記 教諭 深川市立一已中学校 

担当所員  西 條   亨 所員 滝川市立明苑中学校 

  〃    辻     瞳 所員 赤平市立赤間小学校   

空知教育センター 

令和４年度に開催する各種講座及

び課題研究事業の詳細は、空知教育

センターHP をご覧ください。 

 

発刊にあたって 

 時代は大きな変革期を迎え，超スマート社会（Society5.0）が到来しようとする現代社会において，地球

上に突如現れ，人類に多大な不安と混乱をもたらしているコロナウイルス感染症は，緊急事態宣言が解除さ

れた昨年１０月１日以降年末までは小康状態が続いていましたが，新年を迎えてからは日ごとに激増し，第

６波が到来するなど，一向に終息の気配を見せず２年が経過しました。ウイルスは何度も変異を繰り返し，

検温と消毒を必要としない普通の生活がいつ戻って来るのか，全く予測できない状況となっています。しか

しながら，未来社会が先行き不透明でどんなに複雑化しても，子どもたちには持続可能な社会の創り手とな

ることが期待され，主体的に判断し，様々な人々や社会と関わりながら課題を解決していくための力の育成

が求められています。 

 そこで，学習指導要領の趣旨を踏まえ，「何を学ぶか」だけでなく 「どのように学ぶか」も重視して，学

習活動のさらなる充実に向け，これまでに培われてきた様々な工夫と共に，ICT の新たな可能性を指導に生

かすことで，知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改

善につなげていくことが重要となっています。 

 このため，空知教育センターでは，令和２年度から，「確かな学力」の育成を図る学習指導の在り方 ～

自己の学びを振り返り，主体的な学びの実現を図る学習指導の充実～ を研究主題と設定した２か年の研究

をスタートさせました。 

 また，研究推進にあたっては，管内小中学校からご推薦いただいた意欲的な６名の課題研究協力員と担当

所員により，「空知教育センター課題研究委員会」を組織し，研究実践を進めてまいりました。２年間，延

べ１６回にわたる研究では，検証授業や研究協議が集合形式からからリモート形式に変更になるなど，当初

予定からの変更や制約がある中での研究推進を余儀なくされましたが，⑴「振り返り」の視点を与える，⑵

「振り返り」の有効的な活用，を研究の重点として論議を深めることができたと考えております。 

 このたび，２年間の理論研究や検証授業，分析結果，考察や残された課題などをとりまとめたリーフレッ

トを発刊する運びとなりました。このリーフレットを各学校の校内研修，また，日々の実践の参考資料とし

ていただければ幸いです。 

 結びに，本研究推進に際して意欲的・献身的に取り組まれた課題研究協力員の皆様，ご指導・ご助言をい

ただきました関係市町教育委員会，各学校の皆様に心より感謝とお礼を申しあげ，発刊にあたってのご挨拶

とさせていただきます。 

                                     令和４年３月 

                               空知教育センター所長  岩田 稔 

活動の様子 


